
茄子川西通 ・二ツ岩 ・中畑地区説明会 資料 作成 平成 271:f.8月5日 (水〕 中津川市企業誘致従i皇室

戸リニア時見据えた「働く場所Jの創出に向けた取組み
(茄子川西通・二ツ岩・中畑の土地利活用について)I

1〉地方を取り巻く現状

・若者(男女〉の大都市(特に東京圏〉への流出

2010年 :80.910人斗 2040年 :54.961人

・消滅可能性都市 (20歳"-'39歳の女性人口の予想減少率 50%以上の都市〉

中津川市は 48.4% =今 若者 (男女〉の流出が、人口減少に拍車! ! 

3)県内の立地の動向

-岐車県内への製造業の立地件数 • • • ヰ1件〈全国 8位〉

-県外本社企業の立地件数 . . . 20件〈全国 4位〉

2〉若者の定住化による人口の維持

・「若者や女性が活躍できる社会」を作る

・「若者を地方に昭び込む・昭び戻す機能」

の強化を図る

・減少対策は早く取り組むほど効果がある

4)中津川市の立地の動向

-製造業に限らす、物流や商業系など、様々な企

業からの問い合わせがある

.一方で、近年の好調な企業の立地により、県内の企業立地用地が枯渇、岐車県の -中核工業団地の整備後、企業立地用地を整備

成長戦略として、毎年 30haの確保を目指す司 県内自治体の開発を促す補助 しておらず、用地不足が立地を妨げている

5) iリニアの強み」を活かした中津川市のまちづくりの理怠 守』 し、、

-';-~JII市リニアのまちづくりビジョン ※抜粋-中津川市総合計画基本構想 (H27，，-，H38) ※抜粋
、静

「かがやく人々やすらげる自然活気あふれる中津川」 「リニアのホームタウン 水と緑の“なかつがわ"J

+活気あふれるまち -{> i住んでよし」のまちづくり

-逝たな企業の進出や起業により若者がi動く揚酉が多いまち -モノづくりの活性化と新たな産業の立地を促進

-若者が市内にとどまり、市外からも若者が集まり活気があるまち -人材の育成と後継者の確保

6)こんな「まち」を目指します ぺ J戸 F

。中津川市内に「働く揚所」を確保し、「若者の地元定着」を図ることで、

人口減少を食い止め、将来に渡って「持続・発展可能なまち」を創ります
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7).働く揚所を確保するための取組み

。中津川市内に「働く揚所」を確保するだめの、企業の立地を促進する用地の整備を検討します

8)候補地の選定

10) r働く揚所」確保に向けた事業の流れ

~ ~ステップ①』

『想像』を『構想』へ

1 ) r働く揚所」創出の提案

-情報の共有

-土地活用に向けた地元への提案 ー「
2)事前調査の合意

-事前調査の地元への提案・合意

苅象:地域・土地所有者など

9〉茄子川西通・二ツ岩・中畑選定の評価

・リニア岐阜県駅に隣接し、今後の発展の可能性を秘めた地域

・濃飛横断自動車道や中央自動車道、都市間連絡道〈構想〉による

交通アクセスの要所

~ ~ステップ②』

構想の具体化に向けだ事前調査と司能性調査

JJ 
-土地の所有者及び境界等の概略調査など

〉開発の可能性調査の実施 ~ II 

-構想工リアの想定

-概略設計、概算事業費の算出

-事業化の検討、事業化の司否を決定
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~ ~ステッブ③』

-平揚面積
10ha以上

.中津川 IC

'""'6km 
.濃飛ランプ

'""'3km 
.国道 19号

'""'4km 
.美乃坂本駅

'""'2km 
.リニア駅

'""'1km 
・上下水道

接続可能

『構想』の異体化〈※事業{じが可能な揚合〉

-開発工リアの決定と土地利用計画の作成

-地元地域への提案、同意取得

2)用地交渉・土地取得

-土地所有者との交渉、取得

3)開発手法の検討、決定=キ 〈開発、分譲〉



10想定する企業の条件

・地域の雇用創出と定住化が図られる企業

地域の一員として、地域文化の尊重と地域に根ざした活動により、地域と共君子・共栄ができる企業

・地域の環境と自然を守り、地域の環境と調和できる企業

※具体的な企業は決まっていません

・具体的な「企業名」や「業種〈工業系企業や商業系企業など)Jは決まっていません。「働く揚所」創出に合わせて検討・決定してまいります。

12)平成 27年度事業の概要

・平成 27年度事業の概要

当地域の開発が適正な事業規模と予算の中で開発が司能か否かの判断を行います。

O事前調査

・構想エリア内には保安林や農地が寄在する疋め、大まかな位置や所有者を確認し、可能性調査の基礎資料とするための立入調査を実施します。

O開発の可能性調査

・構想エリアを確定して造成工事の設計と工事費を算出し、事業化が司能か否かを調査します。調査完了後、事業化の可否の方針を決定します。

13).事業スケジュール

平成27年度

7月 8月 9月 1 0月 1 1月 1 2月 1月 2月 3月

-ステッブ①

1) r働くi易所」創出の濯案
11-=>1 

2)事前調査の合憲 ゆ|
-ステッブ②

1)事目U調査の実施 11 :) 
.... 

2)関発の可能性調査の実施 {開蚕豆能誕扇蚕主 11 l<W.業化d!.]l否'AIf食酎:.:j強 J
-ステッブ③ (※事業化が確定レた甥合〕
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平成28年度
以降

二字




